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情報流 情報流通機能 補助機能 情報伝達機能
金流・金融機能 補助的流通機能 在庫機能
店頭サポート機能 小売・メーカーに対
するサポート機能
輸送機能
商品開発機能
出所）尾田寛仁『卸売業の経営戦略課題』三恵社，２０１６，１２頁，金成洙，出牛正芳編『マーケティ
ング用語辞典』白桃書房，２００４，２５頁，田口冬樹『新訂体系流通論』，白桃書房，２０１６，２６２
～２６４頁，西村順二『卸売動態論―中間流通における仕入れと販売の取引―』千倉書房，２００９，
１１～１７頁から作成
３．２ 卸売統合と製品特性
本項では，卸売統合に向かう３類型に当てはめて考察する。家電流通は，前述のようにメーカー
が構築型により既存の金物店，有力なラジオ商を中心に卸売段階の確保を進め，その後販社を設立
し，統合する過程は収縮型といえよう。
次に，農業機械業界を見ると，メーカーは，構築型により有力な鍛冶屋などを中心に卸売を設置
し，同時に，地元資本との共同出資，もしくはでは販売会社形式に切り替え系列化を進めた。そし
て，前述にように販売会社同士を統合させ，広域化させている流れは，収縮型といえよう。しかし，
農業機械は新産業構築型に当てはまるともいえ，根拠となる製品特性は，製品説明・設置・アフタ
ーサービスなどを必要とし，流通系列化の典型事例ともいえる自動車流通業界と共通点は多くある。
しかし，農業機械メーカーと自動車メーカーの差異は，前掲の複数メーカー混売型である農協系統
のチャネルを温存しつつ，卸売段階と小売段階を統合したことに大きな特徴があるといえよう。
３．３ 卸売機能の見直し
前項で述べた収縮型の要因により，両業界では販売会社を直営化し，統合しているといえよう。
この収縮型は，卸売介在の効果の縮小によるものであり，介在効果は，卸売が行う卸売機能による
結果であるといえる。
すなわち卸売段階の再編は，生産と消費の懸隔を埋める流通の根本に関わる商的流通機能，物流
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機能，情報流通機能を中心とする卸売機能の減少である。そして，いずれの研究者も指摘する小売
やメーカーに対するサポート機能の減少も大きいといえ，両業界とも，販売会社による系列店，中
小販売店のための経営指導が減り，インフラの整備によって営業マンがより広域な販売エリアをカ
ーバーできるようになったことが上げられる。また西村（２００９）が指摘する物流機能の減少も大き
いといえ，家電では，販売会社の物流を事実上，担う物流子会社を相次いで，メーカーは売却して
いる１４。
その他の理由には系列店，中小販売店が，卸売の提供するサポート機能の一つでもある金融機能
を必要しない点もあげられる。
おわりに
このように本稿は，家電流通，農業機械流通の両業界を考察し，流通系列化の見直しと卸売段階
の再編を解明した。メーカーによる販売会社の設立，２０００年代以降の販売会社の整理統合は，商業
論のアプローチからすると，事実上の商業資本の排除であり，古くから存在する議論ともいえよう。
流通系列化が行われた他の業界でも国内市場が縮小する中，このような流通システムの再編，流通
系列化の修正が多く行われているであろう。特に，メーカーが強いパワーを持つ自動車流通でも販
売台数の減少には勝てず，最大手のトヨタ自動車においても，車種別チャネルの改変を余儀なくさ
れている１５。これらの業界と家電流通，農業機械流通の対比，パワー関係に推移は，今後の研究課
題としたい。
参考文献
芦田祐介『農業機械の社会学』昭和堂，２０１６
糸園辰雄，中野安，前田重郎，山中豊国編『現代日本の流通機構』大月書店，１９８３
江尻弘『流通系列化』中央経済社，１９９６
川越憲治『流通系列化と独占禁止法：流通チャネルの形成と公取委の動向』ビジネス社，１９８０
佐々木聡『日本的流通の経営史』有斐閣，２００７
田口冬樹『マーケティングイノベーション』白桃書房，２０１７
田村馨『日本型流通革新の経済分析：日本型流通システムの持続的・選択的変革に向けて』，九州大学出版会，１９９８
種市 豊・相原延英・中嶋嘉孝「農業機械の購入における選択要因に関する一考察―山口県の稲作農業に焦点をあてて―」
『東 Asia企業経営研究』１０巻，日本企業経営会２０１７
崔相鐵，石井淳蔵『流通チャネルの再編』中央経済社，２００９
中嶋嘉孝『家電流通の構造変化―メーカーから家電量販店へのパワーシフト―』専修大学出版局，２００８
原田英生『ベーシック流通と商業』有斐閣，２０１０
藤原辰史『トラクターの世界史―人類の歴史を変えた鉄の馬たち―』中公新書，２０１７
南智『農業機械の先駆者たち―機械化農業王国・岡山の成長過程―』吉備人出版，２０１６
山崎吉雄編『商業総論』税務経理協会，１９８７
謝辞：本稿を作成にするあたり，多くの方の協力を得ました。家電流通では，コスモス・ベリーズ，ヤマダ電機にお話を
伺いました。農業機械流通では，日本農業機械工業会，岡山県庁，JA全農栃木，JAなすの，中四国クボタ，元ノートル
ダム清心女子大学南智先生，日本流通学会関東部会の先生方にお話を伺い，ご指導を受けました。この場を借りて関係者，
先生方に対して御礼申し上げます。
日本型流通システムの変化
111
付記：本稿は，日本学術振興会・平成２７年度科学研究費助成事業・基盤研究（C）・１５K０７６１１（研究代表者：山口大学・
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